
  

 

 

 

 

  

 

最近、耳にしなくなった言葉 

 

校長 金子 健一 

２月１０日に第３回学校運営協議会を実施し、その中で令和７年度の学校教育目標及び学校

経営方針について仮承認をいただきました。委員の皆様、ありがとうございました。 

協議会の中で、学校・家庭・地域がより密接な関係を築き、三者で地域の子どもたちを育成

していくことが話題にあがりました。皆様、今後ともよろしくお願いいたします。 

２月１日にプラザノースにて青少年育成植竹地区会主催の植竹地区子ども音楽祭が開催さ

れ、本校の有志児童で形成される「ぽんぽ鼓隊」の演奏がありました。子どもたちは緊張した

面持ちの中、立派に３曲演奏を披露しました。とても素敵な演奏でした。なお、ぽんぽ鼓隊は、

３月２日浦和レッズハートフルコンサートに参加することが決まりました。この日は浦和レッ

ズホーム開幕戦ですので、次もたくさんの観衆の前での演奏となります。しっかりと練習して

本番に臨んでほしいと思います。今後、地元大宮アルディージャの試合でも演奏できる場が実

現できればと考えております。 

２月１５日に、植竹公民館にて、こちらも青少年育成植竹地区会主催の教育講演会が開催さ

れ、僭越ながら私が講師を務めさせていただきました。その講演の中で、最近、耳にしなくな

った言葉にふれました。「若い時の苦労は買ってもせよ」「可愛い子には旅をさせよ」など、ど

れも私が社会人になってしばらくは使われていましたが、現在は耳にすることがほとんどなく

なりました。 

最近の風潮として「無理しなくてよい。わざわざ苦労する必要はない。」「嫌ならやめればよ

い。嫌なことにしがみつく必要はない。」「かつての失敗から避けたい。トラウマになっている

から同じ場面に出くわしたくはない。」などの印象を受けます。 

私はそういう発言をする人に対して、野球のピッチャーに例えた話をします。「カーブを打

たれたら、そのバッターにはずっとカーブは投げないのですか？ストレートも打たれたら、カ

ーブとストレート以外の球種で勝負するのですか？それでは、投げる球種がなくなってしまい

ますよ。」と。カーブで打たれたら次はカーブで抑える経験を上書きすることで成功体験とな

り、さらなる成長へとつながるのではないでしょうか。精神論は今の時代に合っていないのか

もしれませんが、そういう心づもりで生活することにより、様々な場面で様々な経験をとおし

て、その人の社会性がさらに広がっていくのではないでしょうか。幸せをつかむためには壁を

乗り越えることも必要なのではないでしょうか。 
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